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毎年恒例、お盆休みの真只中に開催される東日本小学生ハンドボール大会、

通称チェリーカップに、今年も参加してきました。8 月 16～17 日の 2 日間にわたって開催されたこの大会、毎年参加

チームも増え、大会記念 T シャツなども作るようになり、ますます盛り上がりを見せています。（初日の予選が終わっ

たのは夜 7 時・・・小学生の大会とは思えない！） 

東日本大会ということで、中学・高校ハンドボール界でも名を馳せている強豪・茨城県や群馬県も出場します。

われらが花巻クラブジュニア女子は、茨城県代表・チーム茨城、そして地元の東根ジュニアと対戦しました。 

お盆の時期ということでベストメンバーが揃わず（他のチームはどうなのでしょう？ みんな来ている気がするけ

ど・・・）、低学年の児童たちも混ぜての試合となり、どちらのチームにも大変苦戦しました。緊張が取れないのか、 

いつもの動きがなかなかできず、点数を重ねることができませんでした。相手の素早い攻撃を守ることも難しく・・・ 

みんな頑張りましたが、両試合とも負けてしまいました。正直、もう少し点数が取れてもよかったかなと思いますが、

まだまだこれからですね。 

 

男子は同じく茨城県代表・新治クラブと対戦。初戦の緊張もあったためか

本来の力が出せないまま、相手のペースで試合を進められてしまいました。

中には、同じ小学生とは思えないほどハンドボールをよく理解し、かつ身体

能力が高い子がいます。こういう子どもたちが中学校や高校に進学しても

全国の舞台に出てくるのだと思います。 

 

さて、初戦の悔しさを晴らしたい花クラジュニアは、2 回戦で福島ジュニア

と対戦。2 試合目だから緊張もほぐれるかと思いきや、1 試合目が終わって

から結構時間が経っていたため、前半はまたリズムに乗れない感じでの 

スタートでした。前半終わって少々差はあったものの、ひっくり返せないくら

いではない― ということで、後半の巻き返しを誓ったジュニアたち。後半 

開始して、徐々に「守って速攻」のいい形が出始め、一時は同点に追いつきます。しかし、流れがこちらに傾きかけた

中盤、あるミスをきっかけに流れを引き寄せることができず、3 点差で惜敗してしまいました。みんな頑張っていただ

けに非常に残念でした。 

 

今回、花巻クラブジュニアは決勝トーナメントに進むことが 

出来ませんでした。まだまだ関東勢との差が大きいと感じました。 

これからもっと練習して、2 月の大沼杯にはもっと強くなった花巻 

クラブジュニアを見せたいと思います。 

 

  この場を借りて、大会の運営にご尽力された山形県及び 

東根市ハンドボール協会の皆様、帯同審判の皆様、オフィシャル 

を務めてくれた高校生スタッフの皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 

いよいよ秋の気配がしてきました・・・ 

暑い夏の思い出を振り返りながら 

秋に向けてテンション上げてくよ～！ 

チェリーカップが真っ赤に燃えた！ 
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去る 9 月 13～14 日、富士大学スポーツセンターにて、JOC 東北予選会が開催されました。12 月に大阪で開催 

される全国大会を目指し、東北各県の代表選手が一堂に花巻に集いました。昨年全国への出場権を得ることが 

できなかった岩手県女子は是非とも勝って本選に臨みたいところ！しかし、ここ数年力をつけてきた福島県、秋田県

に惜しくも破れ、リーグ４位という成績に終わりました。オリンピック有望

選手に選ばれた安倍千夏選手（現不来方高校 2 年）に続く選手が 

出るように力をつけて、来年は全国への切符を勝ち取ってほしいです。 

 

男子は、今夏東北中学校大会で岩手県対決を実現したメンバーを中

心に、余裕を持って優勝を手中に入れました。昨年はオリンピック有望選

手に佐々木亮輔選手（現不来方高校 1 年）、優秀選手に森田啓亮選手

（同じく現不来方高校 1 年）を輩出した岩手県代表選手団。本選では、少

しでも多く勝利することを期待しています！ 

そして優秀選手に選ばれた先輩たちに続け！ 

 

 

 

 

 

 

岩手県在住の皆さんは既にご存知かも知れませんが、昨年より岩手県ではア

スリートの卵を発掘すべく、県内の小学生より身体能力に優れた児童、 

いわゆる「スーパーキッズ」を育成する事業を行なっております。編集長も 

昨冬に、本事業のお手伝いをさせていただいたことがありますが、やはりこれら

の児童は陸上、水泳、ミニバスなど一般的にある種目においては秀でています

が、小学生だとどうしても経験できるスポーツが限られてしまいます。（これは 

地域差も関係しますね）今後中学・高校に進む際にたくさんある部活動（あるい

は外部のスポーツクラブ活動）において、どの種目に進むか、これは誰もが悩む

ところです。そこで、今度岩手県ハンドボール協会では、スーパーキッズを対象

に「ハンドボール体験教室」を開催することになりました。 

先日、ボクシング（なかなか出来ないですよね）の体験教室が行なわれ、非常

に好評だったようですが、スーパーキッズ対象に「やってみたい種目」を聞いたと

ころ、なんとハンドボールが第 2 位に選ばれたそうです！ 

中学・高校において東北・全国でも優秀な成績を収めている成果か、あるいは最近もメディアへの露出が絶えない

宮崎大輔選手の頑張りもあってか、ハンドボールというスポーツの認知度が高まっている証拠です。 

当日は県協会のスタッフはじめ、ゲストとして不来方高校女子（佐々木莉沙、安倍千夏の両 U-18 日本代表選手を

含む）を迎え、十分にハンドボールの楽しさと魅力を伝える教室を実施する予定です。 

関係者の皆さん、ハンドボールをやってみたい、みてみたい皆さんも大歓迎です。  

9 月 27 日（土） 10 時～12 時 矢巾町民総合体育館（矢巾町役場隣）へ足を運んでみて下さい！ 

 

普段はあまり載せませんが（初めてかも・・・）チェリーカップ遠征時の夕飯の様子。 

みんなちゃんと食べているかな？ コーチを見習って（？）たくさん食べて大きく丈夫に育って 

下さいね～☆  
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Special thanks: 岩手ハンドボール

応援ページさん、岩手日報さん 

JOC 東北予選会☆ 岩手県全国への道 
２ 

いわてスーパーキッズの体験教室が開催されます☆ 
３ 

ヒトコマ 


